
別紙 岐阜県立下呂看護専門学校

評価項目 意見に対する今後の手立て

Ⅰ

学校経営

・組織目標をはじめ各係・委員会目標、中期目

標について、具体的な評価指標を定め、職員間

で共有し課題解決に取り組んでいる。引き続

き、教職員一丸となり、小規模校ならでは風通

しの良さを活かし、活気のある組織運営を継続

する。

Ⅱ

学科運営

・新・旧カリキュラムの運用については、今の

ところ順調である。今後も担任・副担任、教務

主任による複数チェックを確実に行い、適正に

運用する。

・今年度、学生への時間割発表（１ヶ月前）を

目標に取り組み、達成できている。その結果、

効果的な授業運営はもちろん、講師料等の確実

な事務手続きにつながっている。今後も取り組

みを継続する。

Ⅲ

入学・卒業

対策

・年度当初からホームページでの情報発信、進

学ガイダンス（高校出張、会場式、Web）な

ど、積極的に入学生確保に努めている。また、

季節休業中に学校見学会・学校説明会（Web）

を計画し、個別対応にも力を入れている。今後

は本校の魅力をより効果的に伝えられるよう、

学生募集方法の工夫に取り組む予定である。

Ⅳ

学生生活への

支援

・近年、就職試験の時期が早くなっていること

から、１～2年次から就職希望調査やインター

ンシップ参加の呼びかけなどを行っている。ま

た、医療機関から送付される病院案内は学生が

閲覧しやすいよう整理し、適時更新している。

昨年度は進路選択理由調査の結果を参考に、業

者による外部講師による就職ガイダンスを実施

している。今年度も、就職に関する情報発信、

個別面談を行い支援する。

・昨年度は卒業生交流会（来校またはWeb）を

開催したところ、卒業生同士の交流が図れ、参

加した卒業生から肯定的な意見が得られた。今

年度は参加する卒業生が少しでも増加するよう

早期から計画し、効果的な卒業生支援の一助と

なるよう取り組む予定である。

評価項目ごとの意見

・学生確保については、情報の取得方法も変化してきているため、ICTの活用を進

められるとよい。

・定員の確保には至っていないが、入学生確保にはよく努力をしている。引き続き

取り組んでほしい。

・引き続き、地元学生の入学増加を願う。

・国家試験に全員合格できた事は、試験対策の効果があったと思われ、良かった。

・国試対策について、補習や低正答率問題についての検討など、こんなに手厚く支

援してきた結果が全員合格につながっているのだと感じた。

・ホームページの更新回数からも、先生方の努力がとても伝わる。また内容も、学

校のことだけでなく「下呂」という地の魅力も伝えようとしているのが良いと思っ

た。

令和４年度　第１回 学校関係者評価委員による主な意見および今後の手立て

・円滑な経営がされている。

・教職員の意見を反映させる形で組織目標の設定がされていることで、目標の理

解、共有が十分されており、全員で課題解決に取り組めている。組織のまとまり

は、教育の方向性を担保するのもであり、質向上に期待したい。

・全体や係・委員会ごとなどに細かく目標設定がされていることにより、目指す姿

が想像しやすくなっていると感じる。

・令和元年から4年間の中期目標・計画で、具体的数値目標を年度毎に計画し、それ

に向けて努力している事は評価できる。

・校長を中心にうまく経営されていると思った。学生の姿からもそれを感じた。さ

らに小規模校の良さを活かした積極的な取り組みができるとよい。

・風通しの良い環境だと感じた。

・課題となった新カリキュラムと旧カリキュラムの平行運用については、学生への

混乱等を招くことがないよう予め確認・整理をしながら取り組んでほしい。

・学生への時間割発表の早期掲示はぜひ務めてほしい。

・今までずっと議題として挙がっていた「時間割の早期作成」が現在できていると

のこと。今後の維持に期待する。

・卒業生や就職先へのアンケート結果が興味深かった。両者の評価結果から、基本

的技術や知識を上手に実践につなげる力が必要だと思った。

・良くできていると思う。

・コロナ禍で制約が多く、日々窮屈な生活を強いられている中、球技大会を学内レ

クリエーション大会へ代替するなど、できることを工夫した取り組みは学生にとっ

て息抜きでもあり、また、充実した学生生活支援の一端として評価できる。

・コロナ禍で精神的ストレスを感じている学生が多い中、色々工夫し、支援してい

ることは評価できる。

・豊かな人間性を備えるためにも、メンタルヘルス・社会人基礎力への意識の向上

などに対して対応があると良いと思う。

・就職活動に関わることについては、初めてのことだらけで「何がわからないのか

わからない」状況だと思う。年間スケジュールの提示や面接マナー、履歴書の書き

方等、学生目線での困り事抽出を進路選択調査結果を参考に行って、今後のアドバ

イスに役立てていけるといいと思う。

・学生アンケートを年に2回実施しており、よくわかった。大切なデータであると

思った。

・卒業生のフォローも引き続きお願いしたい。



別紙 岐阜県立下呂看護専門学校

評価項目 意見に対する今後の手立て評価項目ごとの意見

Ⅴ

教職員の

育成

・組織目標に研修後の伝達講習会の確実な実施

を掲げている。研修会参加後、毎月の職員会

議・教務会議においてワンペーパー形式で実施

予定である。

・今年度、「互いの承認、教員のやりがい・教

育の質向上」を目的に教員育成支援係を新たに

設け、授業参観（全員2授業）、授業研究（3

テーマ）、教員間支援などに取り組み始めてい

る。

Ⅵ

管理運営

・財政

・今年度は日常的に活用するマニュアルに重点

を置き、見直しと活用状況把握を行う予定であ

る。

Ⅶ

施設設備

・ICT機器が整備され、授業、進学ガイダン

ス、各種会議などで活用する機会が増えてい

る。今後は県立３校合同の活動が計画されてい

る。

・ICT機器の活用に関する教員の能力差が課題

である。教員のスキルアップと能力の標準化と

して、マニュアル作成に取り組み、効果的な教

育につなげる予定である。

・昨年度から、電車の騒音対策としてマイクを

使用している。マイク使用により、授業の中断

もなくなった。今後もマイクを使用し授業を効

果的に進める。

Ⅷ

広報

社会貢献

地域活動

・年度当初に実習施設にボランティア活動の案

内・申込方法について紹介している。近年、実

習施設等から「是非協力してほしい」「連携を

図りたい」といった申し出が増えつつある。ま

た、ボランティア活動の案内後、協力を申し出

る学生も多くなっている。意見にあるとおり、

ボランティア活動は学生にとって看護につなげ

られる機会となることから、今後も取り組みを

継続する。

・市内教育機関への出前授業について引き続き

案内し、要請があった場合は対象者のニーズと

合致するよう内容・方法を工夫する。

Ⅸ

独自項目

寄宿舎

・意見にあるとおり、学校としても学生自治に

よる寄宿舎運営を目指したいという思いから、

各種課題について学生に投げかけ自ら解決する

よう促している。しかし、コロナ感染予防対策

の継続等の影響もあり、帰省の制限、他室訪問

の禁止などの規則を設けざるを得ない現状であ

る。寄宿舎で生活する学生は18歳以上の成人学

習者であり、また、生活者を支える看護師の卵

であることから、自分達の生活の質改善に向

け、学生自らが考え行動できるよう、指導・助

言を行う。

・適切に運営されている。

・予算執行は適正だと思われる。

・過去の事案をもとに、危機管理体制に関する教職員の意識の高まりが感じられ

る。今後は、各種マニュアルを早急に見直し、実行できるとよい。

・施設設備等の老朽化については、計画的に予算化し、修繕に取り組んでいること

で、学生・職員にとって安心できる環境提供につながっている。ICTは概ね整備さ

れたため、活用を積極的に進め、今後はその効果が評価できるとよい。

・施設の老朽化を計画的に修復されていて、評価できる。特に令和3年度は、校舎・

寄宿舎の空調設備を全館制から個別制に変え、経費節減を図った事は良かった。

・冷暖房設備ができてよかったが、電車の騒音は気になった。タブレット等の活用

による授業は時代の流れと共に変化しており感心した。一般的な情報を得て学習す

ることができて情報を得て学習することができてとても良いと思った。

・同窓会より寄附させてもらった机やイス、プリンターが学生の学習環境向上に役

立っていることを大変うれしく思っている。

・学生の希望・声を受け止め、トイレ改修等の計画をすすめている点が良い。

・ホームページの見直し等、PRを積極的にすすめ、学生確保につながるとよい。

・ホームページをこまめに更新しており、評価できる。

・地域と良く連携されていると思う。学生の実感に繋がると良い。

・ホームページが適宜更新されていて良かった。地域との関わりは、コロナ禍で自

粛されていると思うが、下呂の地域での入職の希望に繋がる一歩になるので大切だ

と思う。

・中学校時代、看護師を進路のひとつとして考える生徒はたくさんいる。ぜひ中学

校への出前授業や、進路説明等があるとよい。地元の中学校には下呂市教育委員会

から訪問する。

・ボランティア活動も看護につながる視点での意義を見つけられると参加者も増え

るのではないかと思う。

・「まめなかな（地元ケーブルTV）」で下呂看が出るとやはり嬉しく感じる。

・コロナ対策による個室化は、時代に即した取り組みでもあり、学生の生活の質の

保障としても評価できる。さらには、学生の意識調査結果に対して、慣習にとらわ

れることなく丁寧な対応を期待したい。

・完全個室化となり、良かったと思う。

・入寮生アンケートの「寮生活にやや不満・不満」の理由に多い「規則が多い」に

関しては、やはり集団で快適に使用する為には、ある程度は仕方ない部分だと考え

る。まだ続くコロナ禍で、より不自由さが増しているとは思うが、不満を減らすに

は入寮生それぞれが考え、自治するしかないのでは。

・アンケートでは意見はないようだが、近くにスーパーがなく、交通の便も悪い状

況の中、下呂は不便と思われ不満に繋がっていないのか心配。

・研究参加後の伝達については、効率かつ効果的な方法で実施してほしい。授業評

価やカリキュラム検討による全体の質向上と授業参観の実施による個々のスキル向

上が期待できる。今後、授業研究の予定も示唆されており、研究的視点が加わるこ

とで、一層、教育の質向上が図られることを期待する。

・新カリキュラムを編成する中で学びはできている。実習施設への実務研修、授業

研究、授業参観と課題は多いと思うが、取り組み頑張ってほしい。

・学校授業参観日を勧めて、今後も病院と学校間で連携を取っていけたら良いと思

う。

・Web研修の活用も多く取り入れ、すべての先生が自己研鑽に努めていることは

もっと評価して良いと思う。


